委員会設置提案書

	委員会の名称
	夜間景観に影響する広告物・照明に関する研究調査委員会

	事業部門
	照明に関する研究・調査・助成事業

	関連常置委員会名
	分科会運営委員会

	設置の趣旨
	夜間景観に影響を与える広告物・照明において、LED器具の増加やデジタルサイネージの出現なども含めて、環境の明るさにそぐわず眩しいものが多く見られる。これらは、本来の目的である明視等の視的用件に対する問題を生じるとともに、障害光としての問題も生じる。障害光においてはCIE 150 (TR)にて屋外広告物規制値が示されているが、2017年の改定に伴い光環境区域の変更があり、主要天文台から300km以内はE2：まばらに居住している地方領域（E0～E4の5段階の真ん中）に区分することが推奨されている。しかし、天文台の多い日本では300km以内にE4: 都市中心と商業地域が存在するケースが多く見られ、適用が難しい状況にある。
上記に関わる早急な議論が必要と考え、当研究調査委員会では以下の3点を中心に情報収集及び議論を行うこととする。
· 夜間景観における実情把握（広告物・照明の輝度等）
· デジタルサイネージ商品の実情把握（最大スペックの把握、昼夜での調整状況等）
· 周辺の輝度に応じた対象物の見え方（明視、目立ちに関する指標、眩しさ評価指標）

· 輝度規制の必要性、あり方についての意見交換（周辺地域との関係性、障害光としての考え方等）

	予測される成果
	これまでほとんど調査されておらず、なおかつ規制も行われてこなかった屋外広告物・照明（屋内設置で外部に影響を及ぼす物も含む）における実情が把握できることで、今後の夜間景観のあり方に対する適切な議論が可能となる。

	成果のフォローアップ

（会員への還元）
	本調査委員会で収集したデータについて、研究調査報告書を作成し会員へ広く周知する。

	委員会の構成

（氏名 ： 所属）
	委員長：原直也（関西大学）
幹  事：加藤未佳（日本大学）、神農悠聖（大手前大学）
委　員：　　　　　　10　　名程度

	設置期間 
	2019年4月 　～ 　2021年3月

	委員会開回数／年
	4 回程度

	活動計画
	1. 国内外の関連研究の調査（論文・学会発表）

2. 委員間の情報交換（研究成果の報告・議論）

3. 学会員への情報提供

	経費

委員等の旅費の支給対象の有無
	□有（理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　支給対象者名

　支給予算額

■無

	備考
	


	理事会の承認
	承認　　　　年　　　　月　　　　日


